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平成 29 年度修士論文要綱 
「大分県における評価選別の基準を文書の残存性から見る～大分県米軍接収地問題を例に

とって～」 
 

別府大学大学院文学研究科歴史学専攻 2 年 
M1611003 吉田翔馬 

  

修士論文では主な目的は公文書、新聞という史料が関連づけて研究することによりこの大

分における米軍接収地問題を官と民、両方の側面から見ていくことによって当時の大分の問

題を見極めていき当時は評価選別という概念が無かったにも関わらず、なぜ公文書という資

料が残ったかを究明することである。 

 筆者は大分県公文書館所蔵の資料・公文書からその実態を探っていくことにした。 

 今回、主に使用した資料は「大分県報 六月五日第二千二十七號」にある「昭和 28 年訓

令企第 1835 号 大分県文書編さん保存規程」と大分合同新聞、簿冊資料である『在日米軍

に提供する施設資料』である。 

 まず、「昭和 28年訓令企第 1835号 大分県文書編さん保存規程」であるが昭和 25年 9

月訓令企第 2271号を改正したものである。現在は使用されておらず、大分県文書管理規程

(昭和六十二年大分県訓令甲第十三号)を改正した大分県文書管理規程（註 1）が適用されて

いる規程である。特に永年保存が不自然だと思えるものも少なく永年保存するのに足る文書

ではないか、と思った。 

 次に大分合同新聞(註 2)であるが、新聞記事を見ていくことによって、一貫して地元住民

に対しての配慮を欠いてしまったからこそ後に勃発する反対運動につながっていってしま

ったのではないかと私は考える。 

 最後に『在日米軍に提供する施設資料』について言及していく。『在日米軍に提供する施設

資料』は昭和 27～29 年度に作成された文書である。現在は大分県公文書館に所蔵されてい

る。簿冊形式で綴じられており、大分県公文書館ではこれを中性紙箱に包んで収蔵している。 

 内容的に４つに分類すると ①接収地に関する調査・調査依頼について（被害状況だけで

なく広さや建物の間取り等）②地元住民・地域・県からの陳情書、嘆願書、要望書③.接収

地の拡大や追加についての調査④米軍、国との①～③の件についてのやり取りに分類できる。 

 この文書が当時の現用文書の集合体として残存しているということは米軍接収地問題に

ついては行政として大きな問題であったと考えられる。 

 業務上に必要であることは歴史的な価値と一致している例としてこの残存状況を見れば、

自ずと必要なものだから残す、という当時の考え方は識的に評価選別を行ったわけではない

が業務的な取捨選択が評価選別の役割を持った、といってよいではないだろうか。 

 

 

 

（註１）「大分県法規集 （現行版：平成29年10月01日）」http://www1.g-reiki.net/reiki/Li05_Hon_M

ain_Frame.exe?UTDIR=C:\EFServ2\ss000B0017\GUEST&TID=3&SYSID=9163 大分県 最終閲覧 1.19 10:

00 
（註 2）大分合同新聞の当時のバックナンバーは大分県立図書館内の調査相談・郷土情報室

において申請を行うことによってデータベースにある当時の新聞の閲覧が可能である。また、

当該データベースでは 1頁としているため、以下の註ではそれを参考にして頁数をつけてい

る。また、見出し検索が大分県立図書館のホームページ（https://library.pref.oita.jp/
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winj2/opac/search-headline.do）から行える 
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